
⼦どもが⾃らの考えを創る理科授業の創造
〜思考⼒を深め表現⼒を広げる授業実践を通して〜

北九州市立鞘ヶ谷小学校

田中 力 (校長：山本芳彦)

2015年7月24日

日産財団理科教育助成

児童数234名 学級数11
自然豊かな恵まれた学校環境

2015年4月～市内10校目のユネスコスクール



本校の⽬指す理科学習のキーワード

①⽇々の理科授業の充実
教材教具の充実整備･教材研究⽀援
授業づくりを継続的・計画的に進める
②表現⼒と思考⼒の⼀体化
モデルノートを活⽤したノートづくり
1枚ポートフォリオやイメージ図の活⽤から
③理科好きな教師や児童を増やす
好奇⼼豊かな⼩さな科学者を育てる
共同研究から教師⾃ら新たな発⾒へ

⼦ども達の科学的
思考能⼒の向上を
⽬指す授業作り・教
材開発

「楽しい、分かった、」
だけで終わらせない！
思考の交流の渦を作り
たい！
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教材研究・授業相談活動で⽣まれた⾃作教具
〜理科室の環境整備・予備実験で授業を⽀える〜

きのこをさかさ
まにしたような実
験分度器作成
「分度きのこ」
スタンド固定で
使いやすく⼯夫

磁⽯の回転の中
⼼がずれないよう
に同じ⼤きさの⽔
⼊りカップで浮かば
せて使いやすく⼯
夫した教具

⼿作りてんびんで
精度も⾼く「クラ
ベール」という愛称
で本校の⾃作教
材の代表作品

ビーカーのふちに
ドーナツ状のわくを
はめてとけのこりを
とかす教具
「ビーカーハット」
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ふりこの動き(5年) じしゃくのふしぎ(3年) ものの重さ⽐べ(3年) ものの溶け⽅(3年)



2013年度(助成研究1年次) 本校の研究実践概要

2012年度の課題から
①自分の考えを表や図として表現する時間の確保
②考察場面での教師の発問内容の質を高める

③子どもどうしの科学的思考をおおいにぶつけ合う機
会の充実

○全学年でのノート指導がノートナビという基本形式
で進んだ。
○教師側が発問を吟味し、⼦どもが「思考する」時間
が増えた。
○⾃作教具の⼯夫が進み、学習環境が豊かになる。
△専⾨性が必要な場合に授業づくりのサポートがさら
にほしい。
△理科学習の進め⽅や技能研修を充実させてほしい。
△ノートナビをもっと使いやすくしていきたい。

2013年度の成果と課題
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公開授業4実践
(粒子単元)

「ものの重さを調べよ
う 」

「ものの温度と体積」

「もののとけ方 」

「水よう液の性質を調
べよう」



本校のノート指導の⼯夫
パウチしてノートづくりに活⽤

ノート⾒開き２ページ
学習指導に効果発揮

「接続語」をヒントに

つまり ということは だから な
ぜかというと

↓
(きまり発見へつながる)

～なのではないだろうか ～だろ
う

4/10



201４年度(助成研究２年次)
本校の研究実践の概要

2013年度の課題から

①ノートナビを生かせる使い方や表現方法の工夫
②専門性が必要な場合の理科主任の関わり方。

③理科の学習の進め方や技能などの研修を充実
させてほしい。

○定期的な「授業づくり相談活動」で教材研究推進。

○「モデルノート」が定着して他教科や自学ノートに
広がる。
○1枚ポートフォリオやイメージ図の活用の増加。
○自作教材で学習展開が豊かに。
△単元導入時の学習問題発見力
△ペア学習やグループ学習の効果的な導入場面
△学んだ知識の再構成や定着化

2014年度の成果と課題
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公開授業4実践

「じしゃくのふしぎを調
べよう 」

「とじこまえた空気や
水」

「ふりこの動き」

「水よう液の性質を調
べよう」



⑤ 予想とくら
べて、予想では
～と思ったら、
～とわかった

⑤ 予想とくら
べて、予想では
～と思ったら、
～とわかった。

単元１枚ポートフォリオ ふりかえるくん
① ～がわか
りました。

「ノートの達⼈ナビ」からの引⽤

イメージ図 ６年⽣ ⽔溶液

４年⽣の閉じ込めた空気の状態表すイメージ図の例
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表現の高まり



理科ノート記述への意欲の高まり

理科学習や関連学習の内容が⾃学ノー
トに多く⾒られる。

7/10⼈体ノート(6年⽣)・ミジンコノート(4年⽣)

自分の仮説や予想が立てられる児童が増える

本校６年生児童 2014年度



▼ネオジム磁石で作っ
た椅子で磁力を体感

実践的な研究を
開発する近隣⼤
学との連携授業

磁石で浮かぶ
椅子や磁力線の
立体教具の開発
で児童の興味が
向上。

導⼊時の板書例

⾃学ノートに「近くの
公園で砂鉄集めを
した記述」
学習への興味が
広がっている様⼦が
⾒える。
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近隣の大学
(九工大)との連携

問題作りの質を高める

▼砂鉄を使った
磁力線の観察



１ 創造型授業へ
教師の従来の伝達型授業からの脱⽪を図る
教師と⼦ども・⼦ども相互の学び合う学習づくりへ

２ 思考⼒を育てる学習へ
ノートを⽣かした主体的な学び⽅へとつながる
学びのあしあとが思考⼒を⽀えていく

３ 科学の広場となる授業確⽴へ
観察教具の充実・⾃作教具の開発
研究機関との連携を⽣かした新たな授業展開

2年間の助成研究における
３つの成果から
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目標の顕微鏡
1人1台までもう少し

分類した
備品ラベ
ルで表示

1人1実験
の増加

品揃えも
計画的に



6年前の本校の理科学習は
「⽇々の理科授業に取り組もう」
「楽しい理科学習を⽬指そう」
「理科好きな⼦どもを増やそう」

これからの理科学習
「学びのあしあとをノートやミニレポートで思考力を深める」

「自学ノートで学習を深めていく発展・チャレンジ学習の継続」

「理科の学びを他教科・他領域・研究施設とネットワーク学び」

「⼦どもが理科での学びを発展させ、
知的好奇⼼を⽣かし思考の交流を⾏う」

ユネスコスクール発！
小さな科学者を育てる新たな理科授業
～夢を形にする 夢が形になる

創造力のある学校へ～
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学習資料
として

他社理科
教科書

中学校教
科書

小学校教
科書
地域資料

博物館資
料

科学読み
物など


